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●● で、「じや、EMUでいっか」という『ノリ』で、テーマはEMUに決定してし  












た。私のインゼミ構想が理想から崩れ出したのはこの時からなのかもしれない。   
まあ、なにはともあれ、インゼミのテーマと相手大学が決定し、ここからイ  
ンゼミ活動が本格的に始動することになった。  
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の高橋さん、次期ゼミ長の藤嶋君には実に御世話になりました。   
そして、結局京大側のインゼミ立論は確固たるものにならず模擬ディベート  
もろくに出来ぬまま、まさに駆け足でインゼミ本番に突入することになった‥．。  
3．インゼミ本番   





ンゼミを行ってほしい。やれるだけの十分な素質を君達は備えているのだから。   
そして23日。関学とはいろいろゴタゴタがあったが、ディベー トは実に内  
容の噛み合うしっかりとしたものとなった。お互いの力はトータルではまさに  
五分と五分（個別では、京大は清谷に頼り過ぎた）、今まで勉強してきたこと  
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4．インゼミ結果   
インゼミは互いに思うところはあれ、「成功した」と思う。いろいろな問題  
点・反省点があったが、今後にそれを生かしていきたい。俺達は自分のやって  















動報告を締めくくりたい。   
①経済の基礎的・応用的知敢をゼミ全体で深めておくこと   
インゼミを行うためにはそれ相応の経済的知識が不可欠である。それゆえ、   
そういった知識をインゼミが始動する前から常に養っておく必要があろう。   
もちろん、インゼミ委員だけではダメである、インゼミはゼミ全体でするも   
のだから。それには是非普段の授業の中身を濃くして、そういった知識がゼ   
ミを行う過程で自然に身につけるようにしてほしい。ゼミ長の腕の見せ所で   
ある。   
⑧論理的思考能力を高めること   
いくら経済的知識を身につけたとしても、それがインゼミで有効に利用でき   
なければ、何の意味も持たない。それゆえ、様々な理論やデータを把握し、   
それを実際に使えるようにしておかなくてはならない。そのためには論理的   
思考能力を高める必要がある。だがこの能力は、簡単には身につかないもの   
である。私は自分のこの能力の無さに何度嘆いたか。  
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